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〔スピン-格子緩和率 (T∫一l)) Tl~1を 4.2Kから室温までの温度で測定した
｡図3にみられるように､Tl-1は絶対温度に比例し､Korringal削ま､ (TIT)-1-6
.4×1014 S~lK~1であった｡グラファイトとカリウムから水素への電荷移動が完全でな
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図2｡ 二次モーメントの角度変化 図3｡ スピン 格ー子媛和率の温度変化｡
●は 77K,○は298Kのデータ｡ 実j削ま(TIT)-1-6.4×10~4 S~lK-i
実線は二次元超格子模型の計算値｡ の計算結果を示す｡
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｢層状複合化の秩序化と乱れ-層間化合物,超伝導化合物,量子反強磁性体-｣
く､水素のlsバンドにホールが形成されていることがわかる｡媛和を純フェルミ接触相
互作用によるものとして､フェルミ面の状懸密度を水素の位置で見番もるとNN(EF)
=0.021stateseV~l(spin)~1(atomofH)~1となる｡つまりこの系においてはグラフ
ァィトの反結合性7T電子の作るゾーン境界付近のフェルミ面に共存して､小さいながらも
水素のlsバンドのホールがやはりシリンドリカルなフェルミ面をつくっている｡電子比
熱係数から求められた全状態密度【5]と比較すると､全状態密度のうち1%強を水素のホ
ールバンドが担っていると言える｡
〔結語〕 以上のように､C4KHxにおいては負に帯電した水素が窮屈な二次元格
子を組み､ホスト原子からの不完全な電荷移動と相まって金属性を獲得していることが明
らかとなった｡1s電子による金属というこの特性は､高温超伝導の可能性も含めて興咲
ある顛材であり､今後､物質開発と物性研究両面でのより進んだ研究が待たれる｡
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